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平成28年度 施策と予算のあらまし

特定不妊治療費助成が拡充

ひとり親家庭等を支援します

ウェルネス通信（保健・介護予防事業案内）	

cTOP ICS
第43回市民桜まつりを開催

時 4月2日 ㈯ 午後1時～ 5時
　4月3日 ㈰ 午前10時～午後5時
会 市役所さくら通り ほか
※交通規制は、両日ともにまつり開始から午後5時30分まで
※来場者用駐車場はありません。電車・バス・無料巡回

バスを利用してください。
※催しの会場や時間など詳しくは、当日、総合案内所で

配布するパンフレットをご覧ください。電子ブック版
パンフレットは市印刷広告協同組合ホームページから
閲覧できます。

問 商業観光課 ☎042−769−8236

市の
人口
・
世帯

人口　720,795人（225減）
男　360,979 人　女　359,816 人

世帯　311,997世帯（142増）
平成28年3月1日現在（概数）。（　）は前月との増減

問 広聴広報課 ☎042−769−8299

　市では、市民サービスの一層の向上を図るため、市政に関する問い合わせや事業の申し
込みなどを受け付ける「相模原市コールセンター」を運営しています。
　また、市ホームページでは、よく寄せられる質問とその回答を検索できるFAQ（よくあ
る質問とその回答）や、特に問い合わせの多い、ごみや資源の分別方法と出し方に特化した
「家庭ごみ分別サイト」を公開しています。
　ぜひ、利用してください。 相模原市コールセンター 検索

相模原市コールセンター 午前8時～午後9時
年中無休

※おかけ間違いに
ご注意ください。042－770－7777

困ったときはお電話を！困ったときはお電話を！

困ったときはお電話を！困ったときはお電話を！

　市コールセンターに寄せられるさまざまな問い合わせ履歴を管理・分析し、専門のオペレーター
が適切に案内します。例えば…

困ったときはお電話を！困ったときはお電話を！

　「市役所の何課に聞いたらいいのか分からな
い」「土・日曜日や夜など、市役所が閉まって
いるときに問い合わせをしたい」「○○は何ご
みですか」
　そんなときは、市コールセンターにお問い
合わせください。

　健康診査や、「広報さがみはら」に掲載してい
るイベントの申し込み受け付けなども行って
います。
※申込先が「市コールセンター」となっているイ
ベントなどに限ります。

　市コールセンターでは、問い合わせに答えるだけでなく、情報発信や
アンケート調査などの「アウトバウンド業務」も行っています。

　具体的には…
⃝健康診査や予防接種などの未受診者に対する受
診の案内や、聞き取りアンケート調査の実施

⃝雨天時のイベント開催情報などを、問い合わせ
を受ける前にFacebookページで発信　など

　市コールセンターは平成18年10月の開設以来、多くの市民の
皆さんに利用していただいています。
26年度コールセンター利用状況（26年4月～ 27年3月）
コールセンター

利用件数
電　話 Eメール ファクス 合　計
8万4,847 937 345 8万6,129

取り扱い業務内容

皆さんの力になります

困ったときはお電話を！困ったときはお電話を！

市コールセンター
Facebookページ

「ちょっとおしらせ相模原」

市コールセンター
マスコット

キャラクター
「ナナちゃん」
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子ども・子育て

国民健康保険

障害のある人

相談

お知らせ

募集

家族介護慰労金の支給　　　
対 市内在住の要介護4・5に認定された65歳以上の人を、1年以上介護保険サー

ビスを利用せずに自宅で介護してきた人（年間7日間までのショートステイを
除く）　

※前回支給決定された基準日から1年間は申請できません。
※支給条件など、詳しくはお問い合わせください。
支給額 市民税非課税世帯＝10万円／年、その他世帯＝6万円／年
基準日 4月1日　支給月 8月　申請受付期間 4月28日まで
申し込み（直接窓口へ）・問い合わせ
緑高齢者相談課 ☎042－775－8812 城山保健福祉課 ☎042－783－8120
中央高齢者相談課 ☎042－769－8349 津久井保健福祉課 ☎042－780－1408
南高齢者相談課 ☎042－701－7704 相模湖保健福祉課 ☎042－684－3215
住んでいる地域の高齢者支援センター 藤野保健福祉課 ☎042－687－5511

国民年金保険料 学生納付特例の申請開始
期間 4月～平成29年3月分
※申請時点から2年1カ月前までの期間も申請可能
対 国民年金保険料を納めるのが困難な学生

申請に必要なもの

○年金手帳など基礎年金番号の分かるもの
○学生証（有効期限の記載があるもの）か在学証明書
○委任状（代理人申請の場合) 
○認め印（本人申請の場合は不要）

※追加書類が必要な場合があります。
※申請者に一定以上の所得がある場合は、承認されないことがあります。
申 直接、国民年金課、緑・南区役所区民課、各まちづくりセンター (橋本・本庁

地域・大野南を除く)・出張所へ
問 国民年金課 ☎042－769－8228

お知らせ お知らせ

　生活習慣病を予防するため、年に1回受診しましょう。
費 1,000円（70歳以上は無料。市民税非課税世帯は事前の

申請により免除あり）
※平成28年4月1日現在で国民健康保険に加入している人

には、市から受診券を送付します。
休日会場健診
　平日に市内協力医療機関で受診することが困難な人のために、休日の特定健康診
査を実施しています。
※日程など詳しくは、今後、別冊ウェルネス通信でお知らせする「健康診査・検診」

をご覧になるか、お問い合わせください。

対 昭和52年4月1日～平成9年4月1日に生まれた国民健康
保険加入者で、国民健康保険税に未納のない世帯の人

費 1,000円
申 電話で市コールセンターへ
※市ホームページの 電子申請 からも申し込めます。

　特定不妊治療（体外受精・顕微授精）費について、平成28年1月20日以降の
治療終了分から助成額が拡充されます。助成対象となる治療内容により、助
成上限額がそれぞれ異なります。
●男性不妊治療も助成の対象になりました
　採精のため手術※した場合、上限15万円まで助成します。以前に凍結した
胚を解凍して胚移植を実施した場合は対象外です。
※精子を精巣か精巣上体から採取するためのTESE、MESA、TESA、PESAの

手術など
●初回の申請に限り、助成額が上限30万円になりました
　以前に凍結した胚を解凍して胚移植を実施、採卵したが卵が得られないか
状態のよい卵が得られないため中止した場合は対象外です。

共 通
対 次の全てに該当する人
○市に夫婦かそのどちらかが住民登録している
○治療開始時に戸籍上の夫婦
○治療開始時の妻の年齢が43歳未満
○夫婦の前年（4・5月に申請の場合は前々年）の所得合計が730万円未満（所

得税法上の医療費控除など所得から差し引きできる項目あり）
○指定医療機関で治療を実施
※治療内容や申請方法、所得金額の計算方法など、詳しくは市ホームページをご

覧ください。
問 健康企画課 ☎042－769－8345

行政不服申立ての手続きが変わります
　行政不服審査法の改正に伴い、4月1日以降に行う処分などについて、不服申立
ての手続きが変わります。
○不服申立ての方法として異議申立てが廃止され、審査請求に一元化されます。
○審査請求の請求期間が、60日以内から3カ月以内に延長されます。
○公正性の向上を図る観点から、処分に関与していない「審理員」が審理手続きを

行い、第三者機関である「市行政不服審査会」への諮問・答申を経て裁決を行い
ます。

※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問 総務法制課 ☎042－769－9260

手続き場所
①国民健康保険課　　　　②緑・南区役所区民課
③各まちづくりセンター（橋本・本庁地域・大野南を除く）・出張所
④中央区役所区民課

出来事 手続きに必要なもの 手続き
場所

国民健康保険の
資格を取得する

場合

本市へ転入した 転出証明書 ②③④
職場の健康保険をやめた（任意継続
期間の終了、被扶養者資格の喪失な
どを含む）

職場の健康保険の資格
を喪失した証明書 ①②③

子どもが生まれた 母子健康手帳 ②③④
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書 ①②③

国民健康保険の
資格を喪失する

場合

本市から転出する 国民健康保険証 ②③④
職場の健康保険に加入したか、その
扶養家族になった

国民健康保険証と職場
の健康保険証 ①②③

死亡した
国民健康保険証

②③④
生活保護を受けるようになった ①②③

その他

住所、氏名、世帯主などが変わった ②③④
保険証・高齢受給者証を紛失・汚損
した

汚損した場合は、その
保険証・高齢受給者証 ①②③

修学のため子どもが転出した
在学証明書、国民健康
保険証、転出先の市区
町村の住民票

①②③

福祉施設等への入所のため転出した
入所（在園）証明書、
国民健康保険証、転出
先の市区町村の住民票

①②③

※保険証や高齢受給者証は、原則郵送で交付します。ただし、手続きした人が本人か
住民票上同一世帯の人で、運転免許証やパスポートなどの公的な写真付き本人確認
書類で本人確認ができた場合は、その場でお渡しします。

※平成28年1月から法令の規定により、届出書へのマイナンバー（個人番号）の記入が
必要となりました。世帯主の番号確認書類（個人番号カード・通知カードなど）と、
窓口で手続きする人の本人確認書類（免許証・パスポートなど）を持参してください。

問 国民健康保険課 ☎042－769－8296

国民健康保険の資格取得・喪失など
こんなときには届け出を

特定不妊治療費助成が拡充

40歳～ 74歳の国民健康保険加入者へ

特定健康診査を受けましょう

20・30歳代の国民健康保険加入者へ

健康診査を受けましょう

　移植を待つ患者さんを救うために、一人でも多くの人の登録が必要です。登録
時には説明や問診、採血など簡単な手続きがあります。

ドナー登録
できる人

○骨髄提供の内容を十分に理解している
○健康な18歳～ 54歳　○体重が男性45㎏以上、女性40㎏以上

時 4月3日 ㈰ 午前10時30分～11時30分、午後1時～3時
会 市民桜まつり会場（ウェルネスさがみはら前）

問 医事薬事課 ☎042－769－8343

骨髄バンク休日ドナー登録会

共 通
時 平成29年3月31日まで
会 市内協力医療機関
内 問診、身長、体重、腹囲、BMI、血圧測定、肝機能検査、血中脂質検査、血糖

検査、尿検査、腎機能検査
※検査の結果や医師の判断で、貧血検査、心電図検査、眼底検査、20・30歳代

の健康診査のみ胸部X線検査を行う場合があります。
問 市コールセンター ☎042－770－7777

申請期限 
治療終了日から60日以内



4月1日から、資源の日に収集する金物類の範囲を長辺30cm未満から50cm
未満に拡大します。

コールセンターから
ちょっとおしらせ

市コールセンター Facebookページ「ちょっとおしらせ相模原」
https://www.facebook.com/oshirase.sagamihara
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　市では、次の事業について、寡婦（夫）控除をみなし適用しています。適用を受ける
ためには、申請が必要です。また、申請時に非婚のひとり親家庭であることを確認し
ています。
申 各事業の受付・相談窓口へ

みなし適用対象事業 受付・相談窓口、電話番号
助産施設入所者負担金 緑こども家庭相談課

中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課
城山保健福祉課
津久井保健福祉課
相模湖保健福祉課
藤野保健福祉課

042－775－8813
042－769－9267
042－701－7723
042－783－8136
042－780－1412
042－684－3216
042－687－2159

特定教育・保育施設利用者負担額
※保育所、認定こども園を利用する2号・

3号認定の子どもに限る
特定地域型保育事業（家庭的保育、小規
模保育、事業所内保育、居宅訪問型保育）
利用者負担額
特定教育・保育施設利用者負担額
※幼稚園、認定こども園を利用する１号

認定の子どもに限る 保育課 042－769－8341

私立幼稚園就園奨励補助金
病児・病後児保育事業 保育課 042－769－8340
児童クラブ育成料 こども施設課 042－769－9227
市営住宅家賃 住宅課 042－769－8256
ひとり親家庭等日常生活支援事業 こども青少年課 042－769－8232高等職業訓練促進給付金等
母子生活支援施設入所者負担金 緑こども家庭相談課

中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課

042－775－8815
042－769－9221
042－701－7700子育て短期支援事業

小児医療費助成事業 地域医療課 042－769－8231
児童養護施設等入所者負担金

児童相談所 042－730－3500障害児入所支援利用者負担
（障害児入所医療費を含む）

自立支援医療（育成医療）

健康企画課
緑保健センター
南保健センター
城山保健福祉課
津久井保健福祉課
相模湖保健福祉課
藤野保健福祉課
緑こども家庭相談課
中央こども家庭相談課
南こども家庭相談課
地域医療課

042－769－8345
042－775－8816
042－701－7708
042－783－8120
042－780－1414
042－684－3216
042－687－5515
042－775－8813
042－769－9267
042－701－7723
042－769－8231

自立支援医療
（更生医療・精神通院医療★）

緑障害福祉相談課
（★は

中央障害福祉相談課
（★は

南障害福祉相談課
（★は

城山保健福祉課
津久井保健福祉課
相模湖保健福祉課
藤野保健福祉課

042－775－8810
042－775－8811）
042－769－9266
042－769－9806）
042－701－7722
042－701－7715）
042－783－8136
042－780－1412
042－684－3216
042－687－5511

障害児通所支援利用者負担
（障害児通所医療費を含む）
障害福祉サービス事業利用者負担

（療養介護医療費を含む）
身体障害児者補装具費利用者負担

（障害者）移動支援事業　
障害児者日常生活用具給付等事業

（障害者）日中一時支援事業
（障害者）自動車改造費助成
障害児者住宅設備改善費助成事業
障害者扶養共済制度
軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成
事業
精神障害者入院医療援護金 精神保健福祉課 042－769－9813
結核児童療育給付事業 疾病対策課 042－769－8260
※みなし適用後も利用料などが変更にならない場合があります。

問 こども青少年課 ☎042－769－8232
　肝臓機能障害は、認定できる範囲が拡大されます。
　呼吸器機能障害は、呼吸症状からみた活動能力の程度の分け方が変わります。
　これにより、申請に必要な診断書意見書の様式が新しくなります。
※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

問 障害者更生相談所 ☎042－769－9807

　4月1日に、障害を理由とした差別をなくすための法律が施行され、不当な差
別的扱いは禁止されます。障害者への合理的な配慮をお願いします。
不当な差別的扱いとは…
　障害があるという理由だけで、サービスの提供や入店、イベント等への参加
を拒否するなど
合理的配慮とは…
　聴覚障害者には筆談で伝える、視覚障害者には書類などを読み上げる、知的
障害者には分かりやすい言葉でゆっくり説明をするなど

問 障害政策課 ☎042－707－7055

非婚のひとり親家庭への
寡婦（夫）控除みなし適用を実施 支給手当

区　分 支給額（月額）
母子・父子

家庭等
福祉手当

1世帯3,000円（市民税所得割課税があるときは支給停止）

児童扶養
手当

4月の改定に伴い、8月10日支給分（4 ～ 7月分）から変わります。
3月分まで　4万2,000円～ 9,910円
4月分から　4万2,330円～ 9,990円
○児童2人目＝5,000円加算
○3人目以降＝1人につき3,000円加算
※申請者本人と同居親族に所得制限あり

対 母子・父子家庭か、父母に代わって児童を養育している人
対象期間 児童が18歳になる年度の3月31日まで
　　　　 （一定以上の障害がある児童は20歳の誕生日の前日まで）
申 各こども家庭相談課・保健福祉課へ

問 こども青少年課 ☎042－769－8232

女性やひとり親家庭の生活相談など
　こども家庭相談員が、女性のさまざまな悩みごとや子育て支援、福祉資金の
貸し付けなどの相談を受け付けます。
ひとり親家庭の就職支援など
　住んでいる区のこども家庭相談員に相談してください。
○就職支援
　就職や転職希望者に自立支援プログラムを作成し、ハローワークや市総合就
職支援センターと連携したきめ細かな支援
○自立支援教育訓練給付金★
　就職するために教育訓練指定講座を受講した場合、受講料の20％相当額を支給
○高等職業訓練促進給付金等★
　看護師などの専門資格を取得するため、2年制以上の養成機関で学ぶ場合に支給
○高卒認定試験合格支援事業★
　高卒認定試験合格のための講座を受けた場合、受講費用の一部を支給
対 ひとり親家庭の母・父親（★は児童扶養手当を受給中か、同程度の所得水準

の人）

相談窓口
緑こども家庭相談課 ☎042－775－8815

中央こども家庭相談課 ☎042－769－9221
南こども家庭相談課 ☎042－701－7700

※津久井保健福祉課でも相談を受け付けています。希望者は緑こども家庭相談
　課へお問い合わせください。

障害者差別解消法が施行されました

4月から 身体障害者認定基準が変わります

対 看護師等養成施設に在学し、卒業後市内の医療機関等で看護師などの仕事に就
く人（選考）

期間 貸付決定月～卒業月
貸付額（月額） 保健師・助産師・看護師の養成課程在学者＝2万円
　　　　　　  准看護師の養成課程在学者＝1万5,000円
※卒業後、継続して3年間市内の医療機関などで勤務した場

合は、返済を全額免除します。
申 通学先が市内の人は通学先へ。市外か通信制の学校の人は

4月20日までに、電話で地域医療課（☎042－769－9230）へ

防犯カメラの設置費用を補助
　地域で設置する防犯カメラに必要な経費の一部を補助します。
対 自治会か地域住民などで組織された防犯活動団体
補助対象経費 防犯カメラ、付属機器などの購入・設置に掛かる経費
補助額 補助対象経費の10分の9（1台当たり上限32万4,000円）
※｢相模原市防犯カメラの設置及び運用に関するガイドライン｣に基づき、設置・

運用することが要件となります。
※申請方法など、詳しくはお問い合わせください。

防犯カメラの設置及び運用に関する
ガイドラインを策定
　防犯カメラの有用性とプライバシーの保護の調和を図り、適切で効果的に活
用できるよう、ガイドラインを策定しました。設置・運用に当たっては、本ガ
イドラインを活用してください。
※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

問 交通・地域安全課 ☎042－769－8229

看護師などをめざす人へ 修学資金を貸し付け



募 集 し ま す

①男女共同参画審議会委員
　男女共同参画に関する施策などについて調査・審議します。
任　 期 6月～平成30年5月（会議は年2回程度）
担当課 人権・男女共同参画課 ☎042－769－8205

FAX 042－753－9413　 jinkendanjo@city.sagamihara.kanagawa.jp
②消費生活審議会委員
　消費生活に関する重要事項について調査・審議します。
任　期 7月～30年6月（会議は年2・3回程度）
担当課 消費生活総合センター ☎042－776－2598

FAX 042－776－2814　 syouhi-sougou@city.sagamihara.kanagawa.jp
③子どものいじめに関する審議会委員
　子どものいじめ防止のための取り組みについて審議します。
任　期 6月～30年6月（会議は年3回程度）
担当課 学校教育課 ☎042－769－8284　FAX 042－758－9036

gakkokyouiku@city.sagamihara.kanagawa.jp
共 通

対 市内在住の20歳以上（本市の他の審議会等の委員・職員・議員を除く）
定 ①②各3人③2人（選考）
申 4月①21日②28日③5月2日（必着）までに、ソレイユさがみ（①のみ）、

消費生活総合センター（②のみ）、各担当課・行政資料コーナー・まちづく
りセンター（橋本・城山・本庁地域・大野南を除く）・出張所・公民館（青根・
沢井を除く）・図書館、市立公文書館にある応募申込書（市ホームページに
も掲載）を、直接か郵送、ファクス、Eメールで、各担当課（①③〒252－
5277　中央区中央2－11－15　②〒252－0231　中央区相模原1－1
－3　シティ・プラザさがみはら内）へ

　平成28年度から3年間、市と協働で不法投棄防止活動を行う団体に、補助
金の交付などの支援を行います。
対 市内で不法投棄防止活動を行っている市民団体
定 15団体程度（選考）
申 4月28日（必着）までに、市ホームページに掲載の申請書を、直接か郵送で

各申込先へ
活動区・地区 申込先

橋本・大沢地区、
中央区、南区

廃棄物指導課 ☎042－769－8358
〒252－5277　中央区中央2－11－15

城山・津久井・
相模湖・藤野地区

津久井クリーンセンター ☎042－784－2711
〒252－0156　緑区青山3385－2

男女共同参画社会の実現をめざす市民グループの企画
　セミナー・講習会などの企画を応援します。
助成内容 1グループにつき講師謝礼金3万円まで
募集期間 12月20日まで
※予算額に達した時点で締め切ります。
ソレイユさがみの委員会活動をする市民ボランティア
　企画事業（講座の企画・運営など）、研究情報（情報コーナーの運営・調査
研究など）、交流事業（であいのサロンの企画・運営など）の各委員会で活動
します。
任期 採用の日～平成31年3月
対 市内在住か在勤・在学の18歳以上

共 通
申 ソレイユさがみ、各公民館（青根・沢井を除く）にある申込書を、直接か郵

送でソレイユさがみ（〒252－0143　緑区橋本6－2－1　シティ・プラ
ザはしもと内　☎042－775－1775）へ

　市では、生活や農業に深刻な被害を与えるアライグマの捕獲を行っています。
アライグマの被害を受けた場合は、連絡してください。

●野生鳥獣による農作物被害で困っている人へ
　　防護柵などの設置費用の一部を助成していますので、相談してください。

問い合わせ

アライグマや
ハクビシン（生活被害）について 水みどり環境課 ☎042－769－8242

野生鳥獣の捕獲等許可について
城山・津久井・相模湖・藤野地区

津久井地域環境課 ☎042－780－1404
その他の地区

水みどり環境課 ☎042－769－8242

防護柵などの設置費用の
一部助成について

城山・津久井・相模湖・藤野地区
津久井地域経済課 ☎042－780－1416

その他の地区
農政課 ☎042－769－8239

これからの季節は活動が活発に
アライグマを見掛けたら連絡を

どうしてアライグマを捕獲するの？Q

ハクビシンやタヌキも捕獲するの？Q

アライグマは、もともと日本に生息している
動物ではなく、ペットとして輸入されたもの
が逃げ出したり、捨てられたりして野生化し
ました。現在、人や農林業などに被害を及ぼ
す動物として、外来生物法に基づく「特定外来
生物」に指定され、生息数を減らすため、市で
捕獲しています。

A

これらは、鳥獣保護管理法により保護されて
いるため、原則として捕獲することはできま
せんが、被害を受けている人が市の許可を受
ければ捕獲できます。また、ハクビシンが家
の天井裏に住み着いているなどの生活被害を
受けているときは、市で捕獲する場合もあり
ますので、相談してください。

A

アライグマの特徴
○成獣は体長55㎝前後

で、尾まで含めると約
80㎝になる

○尾に5～10本のしま模
様がある

○人の手のような5本指
の足がある

○雑食性で繁殖力が強い
○木登りや泳ぎがうまい

問 生活衛生課 ☎042－769－8347　同課津久井班 ☎042－780－1413

狂犬病予防
定期集合注射

時 4月12日 ㈫ ～26日 ㈫ 　会 市内各所
費 新規登録と注射＝6,600円、注射のみ＝3,600円
（いずれも注射済票交付手数料550円を含む）

※日程や会場など詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせく
ださい。

※登録済みの犬の飼い主は市から送付されたはがきを、市外で登録して市内に
転入した人は前住所で交付された犬鑑札を持って、直接会場へ

※飼い犬の体調が悪いときは、予防注射を受けられない場合があります。

○犬を抑えられる人が付き添ってください。
○必ずリード（引き綱）をつないで短く持ち、

事故のないようにしてください。
○ふんを処理する用具を持参し、ふんは必

ず持ち帰ってください。

会場でのお願い
6月30日までに、動物病院で
注射を受け、注射済証明書を
持って生活衛生課か同課津久
井班、緑・南保健センター、城
山・相模湖・藤野保健福祉課へ

会場に行けないときは

春は狂犬病予防定期集合注射の季節です
お忘れなく！年1回の狂犬病予防注射

お済みですか？飼い犬の登録

　平成28年度からは、犬は対象外になります。
補助金額 雌4,000円、雄2,800円
※手術費が補助金額未満の場合は、手術費が上限
対 市内在住の人が、市内で飼っている猫（営利目的を除く）
申 手術前に、生活衛生課、同課津久井班、指定動物病院にある申請書（市ホー

ムページにも掲載）を同課へ
※予算額に達した時点で締め切ります。
※補助金交付決定の前に手術をした場合は、交付できません。

男女共同参画に関する
意見を受け付け

　男女共同参画専門員（弁護士、有識者）が、性別による人権侵害や男女共同参画
施策について、意見や相談などを受け付けます。
申 人権・男女共同参画課かソレイユさがみにある「男女共同参画に関する意見等申出

書」（市ホームページにも掲載）を、直接か郵送、ファクスで同課（〒252－5277
中央区中央2－11－15　FAX042－753－9413　☎042－769－8205）へ 　人が発症するとほぼ100％死亡してしまう恐ろしい病気

です。現在、日本国内で狂犬病の発生はありませんが、世
界では毎年5万人が狂犬病で亡くなっています。動物にか
まれることで感染しますが、動物の唾液が目、鼻、口、傷
口に付着して感染する場合もあります。犬や猫のほか、サル、
キツネ、アライグマなどから感染することもあります。

狂犬病って？

の不妊去勢手術を助成します

議会の委員審

法投棄から地域を守る市民団体不

レイユさがみの企画・ボランティアソ

　生後91日以上の飼い犬は、市への登録と、毎年1回の狂犬病の予防注射が義
務付けられています。毎年4～6月に狂犬病の予防注射を受けさせ、注射済票
の交付を受けましょう。
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国や市をかたる
悪質業者に

注意しましょう

内　容 補助金額
①木造住宅※1 ②分譲マンション

耐震診断 上限12万円 費用の6分の5以内
（上限1住戸につき5万円）

耐震改修計画書作成 費用の3分の2以内
（上限12万円）

費用の3分の2以内
（上限1住戸につき5万円）

耐震改修工事※2 費用の2分の1以内
（上限80万円） ※お問い合わせください。

高齢者世帯等割増 最大25万円を
改修工事補助に加算

対 ①木造住宅を所有し自ら居住する人か、居住する1親等以内の親族②分譲マンションの管理組合
申 4月11日～平成29年1月31日（耐震改修工事は28年12月28日まで）に、直接、建築指導課へ
※補助予定金額に達した時点で締め切ります。
※利用の条件など、詳しくは市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

耐震診断等の費用を補助（事前に申請が必要）★

個人住宅のアスベストの調査・除去を補助
　吹き付けアスベストによる健康被害を防止し、市民
生活の安全を確保するために、補助金を交付します。
補助金額 補助対象経費の2分の1（限度額あり）

内　容
補助限度額

戸建て住宅、
共同住宅の住居部分 共同住宅の共用部分

含有調査 10万円 30万円
除去工事 30万円 300万円

対 市内の戸建て住宅と共同住宅（住居部分）の、アスベ
スト含有調査と除去工事を行う所有者（共同住宅の共
有部分については管理組合など）

申 平成29年2月28日までに、建築指導課にある申請
書を、直接、同課へ

※補助予定金額に達した時点で締め切ります（申込順）。
※29年3月24日までに完了届を必ず提出してください。

　道路に面した危険なブロック塀などの撤
去や、高さを低くし安全性を高めるための
費用の一部を補助します。
※補助金額について詳しくは、お問い合わ

せください。新設に掛かる費用は、補助
の対象になりません。

対 ブロック塀などの所有者か管理者
申 平成29年2月28日までに、建築指導課

にある申請書（市ホームページにも掲載）
を、直接、同課へ

※補助予定金額に達した時点で締め切りま
す（申込順）。

※29年3月24日までに完了届を必ず提出
してください。

危険ブロック塀などの撤去を補助

　設計・構造図などを基に相談に応じます。
申 電話で建築指導課へ

木造住宅の窓口簡易耐震診断・
分譲マンションの巡回相談（無料）★

日にち 時　間 会　場 定　員
①4月20日 ㈬ 午後1時30分

　～4時30分
大野南公民館 各9組

（申込順）②4月22日 ㈮ 緑区合同庁舎
※確認通知書と図面があれば持参してください。
申 4月①14日②18日までに、電話で建築指導課へ
※申し込みがない場合は開催しません。

自宅の無料耐震相談会 ★

　マンション管理組合の設立・管理規約の見直し・大規模修
繕・改修や建て替えなどについて、専門家が現地に出向いて
アドバイスします。
派遣回数 6回まで
対 市内の分譲マンション管理組合など
※派遣の必要性など事前相談があります。
費 初回無料

2・3回目＝各1万円、4～6回目＝各1万5,000円
申 直接か電話で、建築指導課へ
※予算額に達した時点で締め切ります（申込順）。

分譲マンションアドバイザー派遣制度

分譲マンション管理無料相談会
時 4月16日 ㈯ 午後 1時～5時
会 市民会館第3小会議室
対 市内マンション管理組合とマンション居住者＝5組（申込順）
申 4月15日までに、電話で県マンション管理士会県央相模支

部（☎046－256－2683）へ

問 建築指導課 ☎042−769−8252★は昭和56年5月31日以前に建築した木造住宅や分譲マンションが対象です。
住宅・マンションなどの安全対策・管理を支援

燃料電池自動車等購入奨励金（購入前に申請）
対 燃料電池自動車と燃料電池自動車用外部給電器を購入する、

次のいずれかに該当する人
①市内に1年以上在住する個人か事業所がある法人・個人事
業主
②①に対し燃料電池自動車等をリースする事業者

※燃料電池自動車は、交付決定から3カ月後の月末（3カ月後
の月末が平成29年3月以降になる場合は、29年3月15日）
までに新規登録できる場合に限ります。

対象車など 奨励金 台　数
（申込順）

燃料電池自動車 50万円 10台
燃料電池自動車用

外部給電器
〈（本体価格＋工事費）－国の補助額〉

の2分の1（上限30万円）
5台

程度※
※予算額に達した時点で締め切ります。
申請期限 29年2月15日まで
電気自動車等購入奨励金（納車後に申請）
対 28年4月1日～29年3月15日に、急速充電器対応の電気

自動車やプラグインハイブリッド自動車を購入した次のい
ずれかに該当する人
①市内在住の個人か、市内に事業所がある法人・個人事業主
②①に対して電気自動車等のリースを行う事業者

奨励金額（一律） 5万円
期 申請期間 台数（抽選）

第1期 7月1日～29日 15台
第2期 11月1日～30日 15台
第3期 29年2月15日～3月15日 10台

※申請は1回限りです。
※対象自動車の納車後（リースを行う業者の場合はリース開始

後）に申請できます。
共 通

申 環境政策課にある申請書（市ホームページにも掲載）と必要書
類を直接、同課へ

燃料電池自動車、電気自動車等の購入を支援

住宅用スマートエネルギー設備導入奨励金

対象設備など 奨励金額
（一律）

①太陽光発電システム 3万円②太陽熱利用システム
③家庭用燃料電池システム

（エネファーム） 5万円
④定置用リチウムイオン蓄電池
⑤スマートハウス加算※ 2万円

期 申請期間 予定件数（抽選）
①② ③④ ⑤

第1期 7月1日～29日 250件 140件 25件
第2期 11月1日～30日 250件 140件 25件
第3期 29年2月15日～3月15日 220件 140件 20件

※予定件数に達しなかった場合は次の期へ予算を繰り越します。
申 環境政策課にある申請書（市ホームページにも掲載）と必要書類を直接、同課へ
※申請は対象設備ごとに1回限りです。
※対象設備の設置完了後か、購入した住宅への居住開始後に申請できます。

対 平成28年4月1日～29年3月15日に、自ら居住
する市内の住宅に対象設備を設置した人か、自ら
居住するために対象設備が設置された市内の建売
住宅を購入した人

※設置設備が次の場合に上乗せ
設置設備 

①＋〈③④（いずれか1つでも可）〉＋HEMS（ホーム
エネルギーマネジメントシステム）

住宅の省エネ・創エネを応援

地球温暖化対策計画書制度
　事業者の皆さんが、自主的にCO₂削減目標や目標達成
に向けた取り組みなどに関する計画書を作成し、市へ提
出する制度です。
省エネアドバイザー派遣事業
　事業所へ専門家を派遣し、省エネルギー対策や地球温
暖化対策計画書の作成に関するアドバイスをします。

共 通
※条件や申請方法など詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

中小規模事業者省エネルギー設備等
導入支援補助金制度
　地球温暖化対策計画書を市へ提出
した事業者に、省エネルギー設備等
の導入費用の一部を補助します。
補助率 費用の3分の1以内
　　　 （上限75万円）

支援制度説明会
時4月20日 ㈬ 午後2時～3時30分、4月25日 ㈪ 午前10時～11時30分
会 環境情報センター
申 4月18日までに、ファクスかEメールに事業者名、出席者名、電話番号、参加希望日、「支援

制度説明会」と書いて、環境政策課（ FAX 042－754－1064　 kankyouseisaku@city.
sagamihara.kanagawa.jp）へ

中小規模事業者の省エネルギー対策を支援

市のエコ支援を活用しよう
問 環境政策課 ☎042−769−8240

※1木造住宅には、耐震改修と
併せて行う防火構造改修の
補助や現場立ち会い費用の
補助もあります。

※2 耐震改修工事を行った場
合、所得税の控除や固定資
産税の減額があります。

No.1334 　平成28年（2016年）4月1日

市営住宅入居者募集について詳しくは、本紙5月1日号でお知らせします。コールセンターから
ちょっとおしらせ

市コールセンター Facebookページ「ちょっとおしらせ相模原」
https://www.facebook.com/oshirase.sagamihara
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平成28年度
施策と予算のあらまし 2,577億円

（対前年度比0.9％増）

財政状況の推移

市民が安全で安心して、
心豊かに暮らせるまちづくり

◆高齢者福祉の充実	
★新しい介護予防・日常生活支援総合事業への

円滑な移行 9億5,895万円
★生活支援コーディネーターの日常生活圏域へ

の配置 5,508万円
○特別養護老人ホームの整備促進 4億4,800万円
◆障害者福祉の充実	
○福祉型児童発達支援センターの拡充 1億   853万円
○療育センター再整備基本計画の策定 582万円
◆地域福祉の推進	
○地域福祉活動の推進 5億   874万円
○生活困窮者・生活保護受給者の自立に向けた

支援 4億2,436万円

◆医療体制の充実	
○総合診療医の育成・確保に向けた支援 1億1,230万円
◆健康づくりの促進	
★健康ポイントモデル事業による健康づくりの

促進 3,440万円

◆消防・救急体制の充実	
○消防署の整備（津久井消防署の整備、青根分

署の整備に向けた取り組み） 1億4,445万円
○救急高度化の推進 1,191万円
◆防災・減災対策	
○都市防災力向上に向けた取り組み（自主防災組

織の支援、インフラ等の安全対策など） 49億4,813万円

　28年度は、「人にやさしく、活力あふれる地域社会の創造」「将来を見据えた都市経営」「信頼と連携を深める市政運営」
の3点を重要な視点として掲げ、誰もが安全で安心して暮らせる社会、全ての市民の皆さまの笑顔があふれる、潤いのある
まちづくりに向けた取り組みを行います。
　28年度予算は、依然として厳しい財政状況が見込まれる中、より効果的・効率的な事業の進め方などを検討しながら、
市民生活の向上や都市のさらなる発展に向けて、最終年度を迎える中期実施計画の着実な推進に重点を置いた編成を行い
ました。　
　施策の推進に当たっては、医療、福祉、子育て支援の充実をはじめ、防災・減災対策、教育環境の整備、企業支援や雇
用の創出など、幅広い分野で市民サービスの充実に取り組みます。また、リニア中央新幹線の駅設置や相模総合補給廠

しょう

の
一部返還地等の早期利用に向けた取り組みなど、本市が持つポテンシャル（潜在力）を生かし、広域交流拠点都市のさらな
る形成を図ることにより、「人や企業に選ばれる都市づくり」を推進します。

市民1人当たりの額は、27年9月1日現在の人口から算出
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○さがみはら防災・減災プログラムの推進（土
砂災害警戒区域における取り組み、地域防災
力の向上など）

1億9,530万円

◆暮らしにおける安全・安心の確保	
○消費生活センターの機能強化 4,591万円
○空き家等対策の推進 601万円
★防犯カメラの設置促進 1,296万円
○DV（ドメスティックバイオレンス）対策の推進 676万円
◆基地対策	
○基地返還や航空機騒音の解消などに向けた取

り組み 1,153万円

将来を担う世代の健やかな成長と
豊かな心を育む環境づくり

◆子どもを生み育てやすい環境づくり	
○小児医療費の助成 22億5,487万円
○妊婦健康診査費の助成 3億9,028万円
○特定不妊治療費の助成 1億2,030万円
○保育所待機児童対策の推進（民間保育所の整

備、小規模保育事業所の整備、認定保育室の
認可化、保育人材の確保）

4億5,764万円

○放課後子どもプランの推進（さがみはら児童厚
生施設計画の見直し、放課後子ども教室の実
施、児童クラブの運営など）

11億3,898万円

◆子どもの権利保障の推進	
○子どもの権利の侵害に関する相談、救済など

の取り組み 1,740万円

◆学校教育・教育環境の充実	
○学校教育の充実（きめ細かな支援を目的とした

児童支援専任教諭の配置） 5,453万円
○学校教育環境の整備（校舎改造、トイレ改修、

空調設備整備、中学校給食の充実） 18億7,112万円

にぎわいと活力に満ち、
魅力あふれる都市づくり

◆広域交流拠点の形成	
○橋本駅周辺整備に向けた取り組み 2,743万円
○リニア中央新幹線の建設促進 1億1,355万円
○相模原駅周辺整備に向けた取り組み 2億   205万円
○JR横浜線連続立体交差化に向けた取り組み 4,622万円
◆広域交通ネットワークの充実	
○小田急多摩線の延伸に向けた取り組み 1,037万円
○圏央道インターチェンジアクセス道路の整備

に向けた取り組み〈津久井広域道路、県道52
号（相模原町田）〉

1億     14万円

◆圏央道インターチェンジ周辺における拠点の形成	
○相模原インターチェンジ周辺新拠点まちづく

りに向けた取り組み 800万円
○当麻地区整備促進事業の推進 4億2,326万円
○麻溝台・新磯野地区整備事業の推進（特別会

計を含む） 9億9,429万円

◆安全で災害に強い都市基盤の整備	
○土木施設の予防保全的な維持管理（公営企業

会計を含む） 11億8,186万円
○住宅・建築物の耐震化の促進 1億1,879万円

◆地域産業の活性化	
○戦略的な企業誘致の推進〈さがみはら産業集積

促進方策（STEP50）の推進、業務系企業など
の誘致に向けた取り組み〉

13億9,386万円

○中小企業の支援（中小企業融資制度などによ
る支援、産業用ロボットの導入支援） 109億5,331万円

○地域商業・サービス業の振興（商店街の環境
整備などの支援） 5,800万円

○都市農業の振興（多様な担い手の育成・確保、
地産地消の推進） 4,748万円

○雇用対策の推進（市総合就職支援センターを
中心とした就労支援、女性の活躍推進に向け
た取り組み）

4,686万円

環境を守り、自然と共生する社会づくり

◆地球温暖化対策	
○中小規模事業者に対する省エネルギー対策の

推進 1,711万円
○燃料電池自動車の普及促進 650万円
◆資源循環型社会の形成	
★一般ごみ収集運搬体制の見直し 9,675万円
○旧南清掃工場跡地の整備（粗大ごみ受け入れ

施設の整備、リサイクルスクエアの整備） 5億1,528万円

◆自然環境の保全	
○森林環境の保全と林業の育成（市民の森の整

備に向けた取り組み、水源の森林づくり事業
などの推進）

1億1,004万円

○生物多様性の保全などに関する取り組み 50万円

地域の個性が光り、
市民が誇りに感じるふるさとづくり

◆市民が主役の地域づくり	
○さがみはら市民活動サポートセンター事業の

拡充 2,746万円
○区制を生かしたまちづくりの推進 2億8,981万円
◆生涯学習・社会教育の充実	
○相武台まちづくりセンター・公民館の移転整備 2億7,130万円
○麻溝まちづくりセンター・公民館の移転整備

に向けた取り組み 2,984万円

◆生涯スポーツ社会の実現	
○（仮称）横山公園多目的フィールドの整備 2億8,447万円
○スポーツ・レクリエーションゾーン（相模総合

補給廠共同使用区域内約10㌶）の整備に向け
た取り組み

3,153万円

○ホームタウンチームなどとの連携、支援 50万円
◆本市の魅力の向上とシティセールス	
○シティセールスの推進 2,101万円
○観光エリアの形成の促進 1,115万円
○2020東京五輪・さがみはらプロジェクトの

推進 1,000万円
○国際交流の推進 6,017万円

暮らし潤い
さがみはら寄附金制度

　　寄附を通じて市政に参加する制度
です。27年も多くの人の賛同をいた
だきました。
　いただいた寄附金は、28年度予算
の中で指定された事業に活用します。
寄附の状況（27年 1〜12月）

活用する金額

719万1,755円

※制度について詳しくは、市ホーム
ページをご覧になるか、お問い合
わせください。
問財務課	☎042－769－8216

主な施策 ★	は新規事業

問施策について　企画政策課	☎042－769－8203
　予算について　財務課	　　☎042－769－8216

　市の財源の中で根幹をなす市税収入は、景気の回復基調
などを背景に、個人市民税が約4億円の増収、法人市民税
が約3億円の増収、固定資産税は約14億円の増収となる
など、前年度に比べ2.3％増の1,140億円となっています。

（図1参照）

　市の予算の使い道で任意に削減することのできない義務的経
費のうち、扶助費は障害者・高齢者・児童・生活困窮者の福祉
や医療給付などの経費が増加し、前年度に比べ約48億円増と
なりました。また、道路や公園、公共施設整備などの投資的経
費は、市営住宅の建設の完了、圏央道インターチェンジ周辺道
路などの道路整備工事がおおむね完了したことなどにより、前
年度に比べ約59億円減となっています。（図４参照）

　市の貯金である財政調整基金の残高は、27年度末現在で
111億円になる見込みです。また、28年度には基金から82
億円を取り崩す予定です。
　28年度末の残高は、27年度の剰余金など40億円を加えた
69億円になる見込みです。（図5参照）

　市の借入金である市債は、将来の
世代に過重な負担を残さないよう計
画的な発行に努めています。
　28年度は、公共施設や道路の整
備などで約41億円、実質的な地方
交付税である臨時財政対策債で118
億円の市債を発行する見込みです。

（図2参照）

　人件費については、人事委員会勧
告等に基づく給与の改定や退職者
の増加に伴う退職手当の増額など
により、　前年度に比べ約8億円増
になりました。また、職員定数は
昨年度に比べ10人増の4,660人と
なっています。

（図3参照）

市税収入は26億円の増収 福祉・医療などの義務的経費の増大 将来に備えた貯蓄市債を計画的に発行
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城山湖野球場に「 C面 」を新設
　第1球場を「B面」、第2球場を「A面」に名称変更し、「C面」を新設しました。
全面とも、さがみはらネットワークシステムから申し込めます。
C面利用可能種目
　少年野球、ソフトボール、ゲートボール、グラウンドゴルフなど
※硬式野球、軟式野球（少年野球を除く）、サッカーはできません。

問 スポーツ課津久井地域班 ☎042－684－3257

グリーンカレッジつくい講座
ノルディックウォーキングしませんか？

時 4月14日～7月28日の毎月第2・第4木曜日 午後1時30分～3時30分
〈雨天中止〉　※複数回参加可

会 津久井生涯学習センター周辺
対 18歳以上（高校生を除く）＝各20人（申込順）
費 各500円　※専用ポールの貸し出しあり
申 開催日前日（必着）までに、直接か電話、はがきに住所、氏名（ふりがな）、

年齢、電話番号、希望日、「ノルディック」と書いて、同センター（☎042－
784－2400　〒252－0159　緑区三ケ木414）へ

シニア男子ソフトテニス
研修会〈全12回〉
時 4月20日～平成29年3月15

日の毎月第3水曜日
午後0時30分～4時30分

会 大野台南テニスコート
対 45歳以上の男性＝30人（先着順）
費 3,000円（市ソフトテニス協

会員は2,000円）
※希望者は運動ができる服装で、

ソフトテニス用具一式と費用
を持って直接会場へ

市民初心者ダンス講習会
〈全7回〉

時 4月22日～6月10日の毎週
金曜日（4月29日を除く）
午前9時～11時30分

会 市体育館（市役所前）
対 市内在住か在勤の人
費 1,000円
申 4月15日（ 必着 ）までに、往

復はがきに住所、氏名、電話
番号、「初心者ダンス」と書い
て、同協会へ

小学生陸上教室〈全21回〉
時 4月9日～10月15日の原則

毎週土曜日
会 相模原ギオンスタジアムほか
対 小学校3～6年生
定 200人（先着順）
費 7,000円（チ ー ムTシ ャ ツ を

持っている人は6,000円）
※希望者は4月9日午後1時15

分までに、運動ができる服装
で、費用を持って直接会場へ

※詳しくは市陸上競技協会ホー
ムページをご覧ください。

体験してみよう！
つくい散策とたけのこ掘り
時 4月23日 ㈯ 〈小雨決行〉

午前9時30分～正午
会 津久井又野公園
対 市内在住か在勤・在学の小学

生以上（小学生は保護者同伴）
定 30人（抽選）
費 1,000円
申 4月10日までに、電話か、ファ

クス、Eメールに全員の住所（在
勤の場合は勤務先、在学の場合
は学校名）・氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、「たけのこ掘り」
と書いて、同協会津久井連絡所

（ ☎042－705－5142　 FAX
042－705－5143　 taikyo
-tukui@mica.dti.ne.jp）へ

硬式シニアテニス教室
〈全4回〉

時 5月10日～31日の毎週火曜日
〈予備日6月14日 ㈫ 〉
午後0時30分～4時20分

会 淵野辺公園テニス場
対 55歳以上の男性か50歳以上

の女性で、初・中級者
定 60人（抽選）
費 6,000円
申 4月23日（ 必着 ）までに、市

テニス協会ホームページから
か、往復はがき（1人1枚）に
住所、氏名、年齢、性別、電
話番号、Eメールアドレス、テ
ニス歴、希望クラス（初級・中
級）、予備日の参加の可否、「硬
式シニアテニス教室」と書い
て、市体育協会へ

市体育協会 ☎042−751−5552　FAX 042−751−5545
〒252−0236　中央区富士見6−6−23　けやき会館内

taikyo@jade.dti.ne.jp　 HP http://www.jade.dti.ne.jp/~taikyo/
市 体 育 協 会 からのお知らせ

市民選手権大会
種　目 日にち 会　場

①ソフト
テニス

一般
4月24日 ㈰ 

淵野辺公園
テニス場ほ
かシニア

②ゲートボール 5月14日 ㈯ 
相模原麻溝
公園スポー
ツ広場

③陸上競技

中学生 5月21日 ㈯ 
　・22日 ㈰ 相模原ギオ

ンスタジア
ム

一般
小学生 6月  5日 ㈰ 高校生

④サッカー シニア
5月22日 ㈰ 

～

8月28日 ㈰ 

相模原ギオ
ンスタジア
ムほか

⑤バウンドテニス 5月15日 ㈰ 北総合体育
館

⑥卓球 中学生 4月30日 ㈯ 
一般 5月14日 ㈯ 

総合体育館⑦剣道 中学生 5月29日 ㈰ 高校生
⑧柔道 5月15日 ㈰ 
時 ①午前8時30分②③午前8時

④⑤⑦⑧午前9時⑥午前8時40分
対 市内在住か在勤・在学の人
申 4月①⑦14日②10日④20日⑧22日、5月

③5日⑤1日までに、市体育協会にある申込
用紙を、⑥4月12日（必着）までに、はがき
に住所（在勤・在学の場合は勤務先か学校
名）、氏名、年齢、電話番号、「市民選卓球（中
学生か一般）」と書いて、同協会へ

※詳しくは同協会ホームページをご覧ください。

スポーツチャンバラ春の体験会
時 ①4月8日 ㈮ 午後7時～8時30分

②4月9日 ㈯ 午前10時～11時45分
会 ①総合体育館②北総合体育館
対 4歳以上
※希望者は運動ができる服装で直接会場へ

初・中級テニス教室〈全5回〉
時 5月8日～6月5日の毎週日曜日
〈予備日6月12日 ㈰ ・19日 ㈰ 〉

クラス 時　間 対　象

①一般
午前 10 時40分

中学生以上
午後 1 時50分

②キッズ 午前 10 時40分 小学校
1～4年生午後 0 時10分

③ジュニア 午後 1 時50分 小学校
5・6年生午後 3 時20分

※①各150分②③各60分
会 淵野辺公園テニス場
定 ①各60人②各30人③各15人（抽選）
費 ①各8,500円（中学生・高校生、60歳以上

は7,500円）②③各3,000円
申 4月15日（必着）までに、市テニス協会ホー

ムページからか、往復はがき（1人1枚）に
住所、氏名（ふりがな）、年齢、学年、性別、
電話番号、テニス歴、希望クラス・時間、「初・
中級テニス教室」と書いて、市体育協会へ

平成28年度ねんりんピック
長崎大会選手選考会
サッカー
時 4月17日 ㈰ 
集合 午前8時45分に相模原ギオンスタジアム
申 4月10日（消印有効）までに、はがきに住所、

氏名（ふりがな）、生年月日、性別、電話番号、
「ねんりんサッカー」と書いて、同協会へ
ソフトボール
時 4月17日 ㈰ ・24日 ㈰ 

午前8時30分～午後4時30分
会 昭和橋スポーツ広場ほか　費 1チーム4,000円
申 4月8日（必着）までに、市体育協会にある申込

用紙（同協会ホームページにも掲載）を同協会へ
共 通

対 市内在住で昭和32年4月1日以前に生まれた人

少年少女サッカー教室
　東京ヴェルディ1969相模原支部の指導者が、サッカーの楽しさを教えます。
将来のなでしこジャパンをめざす女子の参加も歓迎です。
時 4月23日 ㈯ 午前10時～正午〈小雨決行〉　会 津久井又野公園
対 市内在住か在学の小学生＝30人（申込順）　費 500円（保険料含む）
申 直接か電話で同公園（☎042－784－4756）へ

ノジマ相模原ライズ（アメリカンフットボール）
Xリーグ 4月試合日程

日にち 開始時間 対戦相手
4月24日 ㈰ 午後5時 明治安田PentaOceanパイレーツ

会 富士通スタジアム川崎（川崎市川崎区富士見）
問 ノジマ相模原ライズ ☎042－815－3094

SC相模原（サッカー）
J3リーグ ホームゲーム4月試合日程

日にち 開始時間 対戦相手
4月10日 ㈰ 午後1時 グルージャ盛岡
4月24日 ㈰ セレッソ大阪U－23

会 相模原ギオンスタジアム
問 SC相模原 ☎042－810－7777

ノジマステラ神奈川相模原（女子サッカー）
なでしこリーグ2部 ホームゲーム4月試合日程

日にち 開始時間 対戦相手
4月  9日 ㈯ 

午後1時
アンジュヴィオレ広島

4月24日 ㈰ ★ 日体大FIELDS横浜
4月30日 ㈯ ASハリマアルビオン

会 相模原ギオンスタジアム
　★は保土ケ谷公園サッカー場（横浜市保土ケ谷区花見台）
問 ノジマステラ神奈川相模原 ☎046－298－3881

ホームタウンチームを /応 援 / しよう！

リンパの流れとヨガ体操〈 全10回 〉
時 4月15日～6月24日の毎週金曜日（4月29日を除く）

午前10時～11時30分
会 新磯ふれあいセンター
対 50歳以上＝40人（申込順）　費 3,000円
申 直接か電話で同センター（☎046－255－1311）へ

平成28年（2016年）4月1日　 No.1334
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催し名・日時 上映作品

 月例子ども映画会
4月9日 ㈯ 午後2時～3時30分
※未就学児は保護者同伴

▶ハイジ
▶ポン太くんのおてがら
▶ニルスのふしぎな旅～ツルの舞踏会～
▶リンちゃんのこうつうあんぜん

 シネマサロン
4月24日 ㈰ ・26日 ㈫ 
午後2時～3時10分

▶風雲急なり大阪城 真田十勇士総進軍
（1957年／日本／白黒）

会 市立図書館（中央区鹿沼台）　対 市内在住か在勤・在学の人
定 各150人（先着順）　※希望者は直接会場へ

問 視聴覚ライブラリー
☎042−753−2401の催 し

春季ポニー教室〈 全5回 〉
　スタッフの指導の下、ポニーの世話や乗馬を体験します。
時 5月15日～6月12日の毎週日曜日 午前9時40分～正午
会 相模原麻溝公園ふれあい動物広場
対 市内在住の小・中学生（保護者同伴）
定 20人（抽選）
申 4月25日（必着）までに、往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、学年、性別、

保護者氏名、電話番号、「春季ポニー教室」と書いて、同広場（〒252－0328
南区麻溝台2317－1　☎042－778－3900）へ

※過去に参加した人は応募できません。

ヨガで骨盤矯正〈 全8回 〉
時 5月7日～6月25日の毎週土曜日 午前10時～11時
会 銀河アリーナ
対 18歳以上（高校生を除く）=20人（申込順）
費 5,000円
申 5月5日までに、直接か電話でサーティーフォー相模原球場（☎042－

753－6930）へ

初心者・ジュニアテニス教室〈 全5回 〉
コース ①初心者〈15歳以上（中学生を除く）〉②ジュニア（小学校3年生～中学生）

日にち
※雨天時等は変更あり 時　間 会　場 定　員

（申込順）
4月16日～5月14日

の毎週土曜日 午後0時30分～2時30分 やまびこ（小倉）
テニスコート

①②
各10人

4月17日～5月15日
の毎週日曜日

午前8時30分～10時30分
津久井又野公園

★
②

各10人　午前10時30分
～午後  0時30分

対 市内在住か在勤・在学の人
費 各4,000円（保険料含む）
申 直接か電話、ファクスに氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、テニス経験の有無、

希望会場（★は希望時間）・コース、「初心者・ジュニアテニス教室」と書いて、
城山めいぷる〈緑区久保沢1－1－53　☎042－782－0303（火～金曜日 
午前9時～午後3時）　FAX 042－782－1051〉へ

図書館は宝島！
～キッズ★フェスタ2016 ～

時 4月23日 ㈯ 午前10時～午後4時15分
会 市立図書館（中央区鹿沼台）
講演会「子どもと本をつなぐ −読み聞かせからひとり読みへ−」
時 午前10時～正午
講 杉山きく子さん（東京子ども図書館理事）
定 150人（先着順）

本の展示コーナー
時 布えほん＝午前10時～正午

変わり絵本＝午後1時～3時

工作コーナー
　アートラボによる工作教室
時 午前10時～午後2時30分

ボランティア団体によるおはなし会
時　間 内　容

正午～午後0時30分 布えほんおはなし会
午後1時～1時30分 人形劇

午後1時45分～2時15分 絵本とおはなし
午後2時30分～3時30分 紙芝居と創作紙芝居発表会
午後3時45分～4時15分 影絵

問 市立図書館 ☎042－754－3604

施設の教室さがみはらグリーンプール
〒252－0242　中央区横山5－11－1　☎042－758－3151

教室名 日にち 時　間 対　象 定  員
（申込順） 費  用

水中撮影
フォーム
チェック

4月15日 ㈮ 
午後7時～8時

18歳以上
（高校生
を除く）

各
30人

1,500円
（DVD代

含む）
競泳スタート 4月22日 ㈮ 1,000円

クロール完成
〈全3回〉

4月27日 ㈬ 
5月11日 ㈬ 
　・18日 ㈬ 

正午～午後1時 3,000円

初心者水泳
平泳ぎキック 5月2日 ㈪ 午後1時30分

　～2時30分 500円

かんたんアクア
〈全4回〉

　5月18日
～6月  8日
の毎週水曜日

午後2時　　
　　～2時45分 50人 4,000円

絵手紙 5月16日 ㈪ 午前10時～正午

各
20人

1,200円

はじめての
ビーズ
アクセサリー

5月28日 ㈯ 　午前10時
～午後  1時

小学生以上
（小学校

1～3年生は
保護者同伴）

1,500円

アロマテラピー 5月30日 ㈪ 　午前10時30分
～午後  0時30分

18歳以上
（高校生
を除く）

2,500円

申 開催日前日までに、直接か電話で同プールへ

〒252－0221　中央区高根3－1－15市 立 博物館
問 市立博物館 ☎042－750－8030

夜空の星を見上げてみよう ～星空観望会（ 5月 ）～
　口径40㎝天体望遠鏡や大型双眼鏡で、見頃の天体を観望します。
時 5月14日 ㈯ ・28日 ㈯ 午後7時30分～9時30分
定 各120人（申込順。1組4人まで）
※中学生以下は保護者同伴
申 開催日前日までに、電話で市コールセンター（☎042－770－7777）へ

民俗探訪会 大島地区を歩く
　民俗調査会の市民ボランティアと学芸員が、緑区大島の神社や寺院、石仏な
どを案内します。
時 5月11日 ㈬ 午前9時30分～午後0時30分〈小雨決行〉
集合・解散場所 上大島バス停
対 2時間程度歩ける人＝30人（抽選）
申 4月15日（必着）までに、往復はがき（1枚2人まで）に住所、氏名（ふりがな）、

年齢、電話番号、参加人数、「民俗探訪会」と書いて、同館へ

4月のさがみはら宇宙の日
「はやぶさ2」トークライブvol.2

　JAXA宇宙科学研究所准教授の西山和孝さんを講師に迎え、「はやぶさ2」に搭
載されたイオンエンジンについて、同研究所の吉川真さん・細田聡史さんとの
パネルディスカッションを交えて紹介します。
時 4月23日 ㈯ 午後2時30分～4時30分
定 200人（申込順。1組4人まで）
申 4月22日までに、電話で市コールセンター（☎042－770－7777）へ

地質学講座 岩石学入門〈 全5回 〉
　分類方法や成り立ち、特徴など、岩石の基本について学びます。
時 5月15日・29日、6月12日・26日、7月10日の日曜日 午後2時～4時
対 15歳以上＝30人（抽選）
申 4月15日（必着）までに、往復はがき（1枚5人まで）に全員の氏名（代表者に

○）・年齢、代表者の住所・電話番号、「地質学講座」と書いて、同館へ

施設の教室北総合体育館
〒252－0134　緑区下九沢2368－1　☎042－763－7711

教室名 日にち 時　間 対　象 定　員
（抽選） 費　用

バウンドテニス
〈全8回〉 5月11日～6月29日

の毎週水曜日

午前  9時30分
　～11時30分

15歳以上
（中学生
を除く）

各
40人

各1回
300円

健康ストレッチ
〈全8回〉

午後1時30分
～3時 　

卓球（初級）
〈全8回〉

5月12日～6月30日
の毎週木曜日

午前  9時30分
　～11時30分 60人

健康リズム体操
〈全7回〉

5月13日～6月24日
の毎週金曜日

午前10時
　～11時 40人

申 4月15日（必着）までに、往復はがき（1人1枚）に住所、氏名（ふりがな）、年齢、
電話番号、教室名を書いて、同館へ

希望者は直接会場へ

調査成果発表会「 さがみはら発掘最新情報 」
　近年市内で発掘調査が行われた遺跡について、調査担当者が発表します。
時 4月17日 ㈰ 午前10時～午後0時20分
※午後1時30分～2時に展示解説あり
定 200人（先着順）　※希望者は直接会場へ

No.1334 　平成28年（2016年）4月1日

午前８時～午後９時 年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに… 相模原市コールセンター �☎042－770－7777

 042－770－7766FAX
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お 知 ら せ

小学校新1年生に防犯ブザーを貸与
対市内在住で、国立や私立、市外の小
学校に入学する児童
※市立小学校や市内の県立特別支援学校

（小学部）に入学する児童には、学校を
通して貸与します。
申 4月5日～ 28日に、直接、学務課、緑・
南区役所区民課、各まちづくりセンター

（橋本・本庁地域・大野南を除く）・出
張所へ
問学務課

7月分の利用申し込み
①相模川ビレッジ若あゆ
②ふじの体験の森やませみ

宿
泊
利
用
日

（
日
帰
り
利
用
も
可
）

7月  2日 ㈯ ～  3日 ㈰　　　　　 
  9日 ㈯ ～10日 ㈰　　　　　 
16日 ㈯ ～18日 ㈷★　①のみ 
23日 ㈯ ～24日 ㈰　　①のみ 
25日 ㈪ ～26日 ㈫　　②のみ 
27日 ㈬ ～28日 ㈭　　②のみ
29日 ㈮ ～31日 ㈰★　②のみ
30日 ㈯ ～31日 ㈰　　①のみ

★2泊3日、1泊2日のどちらも利
用可

申
込
期
間

宿泊利用（抽選） 4月10日まで
宿泊利用空き室（申込順）
　　　　　　　  4月21日から
日帰り利用 4月1日から

対 18歳以下で構成され、20歳以上の引
率者がいるおおむね20人以上の青少年
団体
申申込期間に、①②にある申込書（各ホー
ムページにも掲載）を直接か、ファクス、
Eメールで①（ FAX042－760－5215　
wakaayu@city.sagamihara.kanagawa.
jp　☎042－760－5445）、②（ FAX042
－687－5050　 furusato-taiken@
city.sagamihara.kanagawa.jp　 ☎042
－686－6025）へ
※利用者登録カードを持っている人は、
市ホームページやさがみはらネットワー
クシステムからも申し込めます。

リサイクルチップを無料配布
　ダムに流れ着いた木材などを細かく砕
いたもの。園芸などにも利用可
時 会 4月18日 ㈪ ～22日 ㈮ 相模ダム

4月18日 ㈪ ～24日 ㈰ 城山ダム
※細かい異物混入の可能性があります。
※期間中は機械で積み込みを手伝います。
※配布場所など、詳しくはお問い合わせ
ください。
問相模川水系ダム管理事務所管理課（☎
042－782－2831）

休日・夜間納税相談窓口のご利用を
〜相談はお早めに〜

　平日や日中に、市税（国民健康保険税
を除く）の納付相談や納税ができない人
のために窓口を開設。電話相談も可
時休日＝4月24日 ㈰ 午前9時～午後4時

夜間＝4月14日 ㈭ ・19日 ㈫ 
　　　午後5時30分～ 7時

会　場 電話番号
納税課

（市役所第2別館2階）※
042－
769－8300

緑市税事務所
（緑区合同庁舎5階）

042－
775－8808

南市税事務所
（南区合同庁舎3階）

042－
749－2163

※夜間納税相談窓口で午後6時以降に市
役所へ来庁する場合は、本館裏玄関の守
衛室で入館手続きをしてください。

納税の猶予が申請できるように
なりました

　納税によって事業の継続や生活の維持
が困難になる場合、災害や盗難などに遭っ
た場合などは、市税の納付期限を1年程
度延長し、月々に分割して納付できます。
※猶予を受ける金額によって、担保の提
供や保証人が必要になる場合がありま
す。詳しくはお問い合わせください。
問債権対策課

「バイスタンダーサンキューカード」
を配布

　救命率の向上のために、救急隊が到着
するまでの間、バイスタンダー（救急
現場でその場に居合わせた人）による応
急手当ての実施はとても重要です。市で
は、応急手当てを行ったことで不安を感
じた場合に相談できる窓口を記載した
カードを、救急現場で配布します。
対バイスタンダーとして応急手当てを
実施した人や、救急隊などの要請で救急
活動に協力した人
※現場の状況により配
布できない場合あり
問救急課

平成28年度食品衛生
監視指導計画を策定

　スーパーや飲食店などに対する立ち入
り検査や食品の抜き取り検査などの実施
計画。同計画は生活衛生課、各消費生活
センター・行政資料コーナー・公民館で
配布するほか、市ホームページからもご
覧になれます。
問生活衛生課

宿泊利用①相模川清流の里
②たてしな自然の村

　6月まで平日に空きあり
申随時受け付け
7月分の抽選申し込み
　4月10日午後5時までに、さがみはら
ネットワークシステムからか、商業観光
課、各まちづくりセンター（橋本・本
庁地域・大野南を除く）・出張所・公民
館にある申込書を各施設へ。抽選後の空
き室の申し込みは、4月21日から、電話
で①（ R0120－988－547）、②（☎
0267－55－6776）へ
7月の休館日
①19日 ㈫ ・20日 ㈬ ②5日 ㈫ ・6日 ㈬ 
※②日～金曜日は特別料金で宿泊でき、
地域の特産品をプレゼント

募 　 集

埋蔵文化財調査員（非常勤特別職）
　埋蔵文化財の調査や文化財保護事務など
勤務 5月～平成29年3月の週5日（原則
土・日曜日、祝日等を除く）で、午前9時
～午後5時
報酬 月額20万5,400円
※社会保険等あり
対次の全てに該当する人＝1人（選考）
○普通自動車運転免許があり、日常生活
で車を使用している○体力に自信がある
○発掘調査、出土品整理、報告書作成の
全ての経験がある
申 4月15日（消印有効）までに、直接か
郵送で、履歴書、実務経験（発掘調査履歴・
報告書などの執筆履歴）を書いたもの、
作文「これまでに経験した発掘調査」

（600 ～ 800字）を文化財保護課（〒252
－5277　中央区中央2－11－15　☎
042－769－8371）へ
※詳しくは、同課にある募集案内（市ホー
ムページにも掲載）をご覧ください。
※書類審査後、面接あり

かなテクカレッジ（県立職業
技術校）の平成28年7月入校生
募集校名 募集コース・定員（選考）

かなテクカレッジ
東部（横浜市鶴見区
寛政町）

セレクトプロダクト（5
人）、室内施工（10人）、
ビル設備管理（15人）

かなテクカレッジ
西部（秦野市桜町）

セレクトプロダクト
（5人）、庭園エクス
テリア施工（10人）

選考日 5月22日 ㈰ 
募集案内の配布場所 県内ハローワーク、
各募集校
※4月上旬から配布。かなテクカレッジ
ホームページにも掲載
申 4月11日～ 5月9日に、募集案内に付
いている申込書を、ハローワークで事前

手続きの上、各募集校へ
問県産業人材課（☎045－210－5715）
※体験入校、オープンキャンパスあり

介護相談員
　市内の特別養護老人ホームなどを訪問
して活動するボランティア
対次の全てに該当する人
○市内在住の20歳以上○月に2回程度、
市内の特別養護老人ホームなどへ訪問で
きる○市が指定する介護相談員養成研修
に参加できる○介護保険サービスの業務
に従事していない○本市の職員でない
定 3人程度（選考）
※津久井地区で活動できる人を優先
申 4月28日（必着）までに、介護保険課、
各高齢者相談課・保健福祉課にある応募
用紙（市ホームページにも掲載）を直接

（あじさい会館内）か郵送で、介護保険
課（〒252－5277　中央区中央2－11－
15　☎042－769－8321）へ
※書類審査後、面接あり

さがみ水墨・日本画協会展の作品
　5月12日 ㈭ ～16日 ㈪ に相模原市民
ギャラリーで展示
部門 水墨画（墨彩画）・日本画（パステ
ル可）
規格 1人2点までで、F10号か半切2分
の1以内で、枠装か額装、軸装（壁面使
用以外の作品、ガラス額、仮巻は不可）
費 1点3,000円、2点5,000円
申 4月15日までに、同協会事務局の古
田さん（☎042－763－1316）へ電話連
絡の上、5月12日午前9時30分～10時
に、作品を同ギャラリーへ

津久井地域の自然に触れ、
歩き、知る〜楽しむ健康づくり

事業実行委員会委員〜
　11月26日 ㈯ 開催予定のイベントの
準備など。月1回程度の会議やウオーキ
ングコースの下見などもあり
会津久井保健センターほか
申直接か電話で同実行委員会（津久井保
健福祉課内　☎042－780－1414）へ

教育実践研究論文〜あなたの
教育実践を紹介してください〜

　乳幼児～高校生の豊かな成長をめざし
た取り組みについて
対市内在住か在勤・在学の人
論文提出期限 8月31日（必着）
申7月29日（必着）までに、総合学習セン
ターにある応募用紙（同センターホーム
ページにも掲載）を、直接か郵送、ファク
スで同センター（〒252－0239　中央区
中央3－12－10　☎042－756－0290）へ
※論文のテーマなど詳しくは、同セン
ターホームページをご覧になるか、お問
い合わせください。

平成28年（2016年）4月1日　 No.1334

時日時  会会場  内内容  講講師  対対象  定定員  費費用  申申し込み  問問い合わせ  ☎電話  FAXファクス  Ｅメール  HP ホームページ  ●費用が記載されていない場合は無料です

■ 電話番号の記載がない記事の問い合わせは　市役所 ☎042－754－1111㈹
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非常勤職員（ 下水道事業 ）
　パソコンデータ入力、通知発送作業など
勤務 5月～平成29年3月（更新あり）の
月～金曜日（祝日等を除く）のうち週3日
程度で、午前9時30分～午後4時のうち
1日5時間30分
賃金 時給927円
対 市内在住でパソコン操作ができる人
定 1人（選考）
申 4月14日 ㈭ 午前9時～ 11時30分に、
履歴書（写真貼付）を直接、市役所会議
室棟第9会議室へ
※受付時に簡単な面接あり
問 下水道経営課

あじさい青年学級生〈 全10回 〉
　学習やレクリエーション活動
時 4月～平成29年2月（ 8月を除く）の原
則毎月第2日曜日 午前9時～午後3時
会 あじさい会館、けやき体育館　ほか
対 市内在住か在勤の15歳以上の知的障害者
費 2,000円　※参加費（実費）が別途必要
申 電話で同学級（市手をつなぐ育成会内　
☎042－759－4310）へ

長崎で平和の取材「 親子記者 」
　平和祈念式典への参加や被爆遺構など
の取材
時 8月8日 ㈪ ～ 11日 ㈷ 〈3泊4日〉
対 本市を含む非核宣言自治体に在住の
小学校4 ～ 6年生とその保護者
定 9組18人（抽選）
申 5月9日（必着）までに、はがきかEメー
ルに住所、氏名（ふりがな）、学校名、学年、
性別、保護者の氏名（ふりがな）・性別、
電話番号、平和を願う一言メッセージを
書いて、日本非核宣言自治体協議会（長崎
市平和推進課内　〒852－8117　長崎
市平野町7－8　 info@nucfreejapan.
com　☎095－844－9923）へ
※同協議会ホームページからも申し込み可

非常勤職員の登録者
①保育士②社会福祉職（心理）

　子どもの発達に関する相談業務など
勤務 4月～平成29年3月の週3日以内で、
午前9時～午後5時のうち1日①5時間30
分②6時間
勤務場所 緑こども家庭相談課
賃金 時給①1,050円②1,150円
対 ①保育士の資格があり障害児の保育
業務の経験がある人②心理面接・心理検
査業務の経験と社会福祉主事の任用資格
がある人＝各若干名（選考）
申 電話連絡の上、4月15日（消印有効）
までに、履歴書（写真貼付）と資格証の
写しを直接か郵送で、同課（〒252－
5177　緑区西橋本5－3－21　☎042
－775－1760）へ
※後日、面接あり
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ラウンジ（☎042－750－4150）

オーサーズカフェ
健康を維持する食生活

時 4月9日 ㈯ 午後2時～ 3時
会 ユニコムプラザさがみはら
※希望者は直接会場へ
問 同所（☎042－701－4370）

合同就職説明会
（サガツクナビ ジョブミーーツ 6th）
　地元企業のプレゼンテーションと個別
説明会
時 4月21日 ㈭ 午後1時30分～ 6時
会 杜

も り

のホールはしもと多目的室
対 就職活動中の大学生・大学院生・専
門学校生など＝50人（申込順）
申 4月20日までに、サガツクナビホー
ムページから申し込んでください。
問 さがみはら産業創造センター（ ☎
042－703－6321）

展覧会「 女子美の新星 」
　若手アーティスト5人の作品を展示
時 4月7日 ㈭ ～ 5月22日 ㈰ 午前10時
～午後5時（入館は午後4時30分まで）
※火曜日休館（5月3日を除く）
会 女子美アートミュージアム（南区麻溝台）
問 同所（☎042－778－6801）

土曜コンサート
「 クラシック・オリジナル 」

時 4月16日 ㈯ 午後3時30分～ 4時30分
会 サン・エールさがみはら
定 220人（先着順）
※希望者は直接会場へ
問 同所（☎042－775－5665）

講 演・講 座

大人のガーデニング
「 憧れのバラ 栽培の基本編 」

　バラの種類や栽培管理など
時 4月19日 ㈫ 午前10時～正午
会 環境情報センター
対 18歳以上（高校生を除く）の初心者
定 50人（申込順）　費 500円
申 4月18日までに、直接か電話で市まち・
みどり公社（☎042－751－6624）へ

旧石器ハテナ館の体験教室
勾
ま が

玉
た ま

づくり
時 4月17日 ㈰ 午後2時～ 4時
対 小学校4年生以上（小学生は保護者同伴）
定 30人（申込順）
費 400円（材料費）
申 直接か電話で同館（ ☎042－777－
6371）へ

NPOはじめの一歩講座
　NPOの基本や法人設立手続きなど

日にち 会　場
4月18日 ㈪ さがみはら市民活動

サポートセンター
5月19日 ㈭ 橋本公民館
5月26日 ㈭ ユニコムプラザさがみはら
時 午後1時30分～4時30分
定 各20人（申込順）　費 各500円（資料代）
申 開催日前日までに、直接か電話、ファ
クス、Eメールに住所、氏名、団体名、
電話・ファクス番号、Eメールアドレス、
希望日、「NPOはじめの一歩講座」と書い
て、さがみはら市民活動サポートセン
ター（☎ FAX042－755－5790　 sagami.
saposen@iris.ocn.ne.jp）へ

施 設 の お 休 み
市立公文書館
　蔵書の整理のため休館します。
時 4月11日 ㈪ ～ 15日 ㈮ 
※有償刊行物の購入や行政資料の閲覧な
どは、緑区役所行政資料コーナーなどを
利用してください。
問 同館（☎042－783－8053）
市民健康文化センター
時 4月11日 ㈪ 
問 同センター（☎042－747－3776）
LCA国際小学校北の丘センター
（さがみはら北の丘センター）

時 4月12日 ㈫ 
問 同センター（☎042－773－5570）
環境情報センター
時 4月16日 ㈯ ・21日 ㈭ ・29日 ㈷ 
問 同センター（☎042－769－9248）

費用の記載がない場合は
無料です。催 し

●プレ・クレマチス・フェアin中央公民館　
早咲きクレマチスの展示と、鉢植えを作る
園芸講習会　4月16日 ㈯ ・17日 ㈰ 午前9
時～午後5時、中央公民館。園芸講習会は
4月17日 ㈰ 午前9時30分～ 11時30分。
費用800円、定員20人（先着順）　問 寺田

（☎070－5079－1011）
●みんなで春の音楽祭　4月23日 ㈯ 午後
2時～4時、町田市生涯学習センター（町
田市原町田）。定員150人（申込順）、費用
500円（ 4歳未満無料）　申 電話か、Eメー
ルに氏名、電話番号、「春の音楽祭」と書い
て、 遠 藤（ ☎090－9373－2965　
fioremusica0423@gmail.com）へ
●大人の英会話・韓国語入門講座〈全8回〉　
4月23日～ 6月25日の毎週土曜日（4月30
日、5月7日を除く）。英会話＝午後1時30
分～ 2時30分、韓国語＝午後3時～ 4時、
サン・エールさがみはら。定員15人（先着
順）。費用5,000円（教材費2,000円が別
途必要）　申 電話で国際文化交流協会（☎
090－6489－2803）へ
●布ぞうり1000人展&手づくり市　東日本
大震災復興支援として開催　5月2日 ㈪ ～
4日 ㈷ 午前9時～午後4時（4日は午後3時ま
で）、津久井湖観光センター　問 ボランティ
アグループ青い鳥（☎042－784－9113）

会費などは個別にお問い
合わせください。仲 間

●ハーモニカ　毎月第2・第4日曜日午前9
時30分、東林公民館。見学・体験可　問
小林（☎042－744－4760）
●中国語会話　毎週土曜日午後6時30分、
橋本公民館。初心者歓迎、見学可　問 鈴木

（☎042－772－6657）
●絵画　毎月第2・第4日曜日午前9時30
分、老人福祉センター若竹園。初心者歓迎　
問 若松（☎042－745－6900）
●楊名時健康太極拳　毎週月・火曜日午後
1時、午後7時（火曜日のみ）、光が丘公民館。
初心者歓迎、見学・体験可　問 山岸（☎
090－4167－5321）
●英会話　月2回水曜日午前9時、大野中
公民館。対象は中高年の女性で上級者　問
原田（☎042－746－4106）

読者のひろば
（敬称略）

応募は発行日の3週間前まで
　掲載を希望する場合は住所、氏名（ふりが
な）、電話番号、掲載希望号、「読者のひろば」
と書いて、原稿を郵送かファクスで広聴広報
課（〒252－5277　中央区中央２－11－15　
FAX042－753－7831）へ。市ホームページの  

　 電子申請 　 からも申し込めます。
　催しは過去６カ月以内、仲間は過去１年以
内に掲載された団体は応募できません。掲
載は抽選（仲間は希望号と次号の２回）。掲
載の場合は、発行日の10日前ごろに連絡し
ます。不掲載の連絡、原稿の返却はしません。

春の全国交通安全運動
4月6日～15日

交通事故死ゼロをめざす日
4月10日

安全は 心と時間の ゆとりから
新入学児童・園児を交通事故から守ろう
○自転車の安全利用の推進
○後部座席を含めた全ての座席のシー

トベルトとチャイルドシートの正し
い着用の徹底

○飲酒運転の根絶
○二輪車の交通事故防止

問 交通・地域安全課

No.1334 　平成28年（2016年）4月1日

午前８時～午後９時 年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに… 相模原市コールセンター �☎042－770－7777

 042－770－7766FAX
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大つけ麺博プレゼンツ 最強ラーメンFes. 
　ラーメン激戦区の町田市に、全国の超人気店が各期間10店舗ずつ集結します。
時 第一陣＝4月  3日 ㈰ まで
 第二陣＝ 4月  8日 ㈮  ～ 10日 ㈰
 第三陣＝ 4月15日 ㈮  ～ 17日 ㈰
 第四陣＝ 4月22日 ㈮  ～ 24日 ㈰ 
 午前11時～午後9時〈荒天中止〉
※注文は午後8時30分（各陣の最終日は午後8時）まで
会 町田シバヒロ（町田市中町）

※詳しくは、同Fes.ホームページをご覧ください。
問 町田市経済観光部産業観光課 ☎042－724－3296

ラーメン作り体験教室
時 各陣の土・日曜日 午前11時30分、午後1時30分・3時30分・5時30分
（各60分）　※第一陣のみ毎日開催 

対 小学生とその保護者＝各10組20人（先着順）
費 各1,200円（麺メニュー並盛り1杯とお土産代含む）
※当日午前11時から配布する整理券が必要

問 大つけ麺博実行委員会 ☎03－6804－5227

関連イベント

時 日時  会 会場  内 内容  講 講師  対 対象  定 定員  費 費用  申 申し込み  問 問い合わせ  ☎電話  FAXファクス  Ｅメール  HP ホームページ  ●費用が記載されていない場合は無料です
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困ったときはお電話を！困ったときはお電話を！

　日本の伝統楽器である琴の演奏を楽しみます。
時 4月3日 ㈰ 午前11時～午後0時30分
会 古民家園（相模川自然の村公園内）
定 50人（先着順）　※希望者は直接会場へ

問 文化財保護課 ☎042－769－8371

　安全・安心な暮らしの支えとなる「地
域の力」。その中心的役割を担ってい
る自治会が、地域で行っているさまざ
まな取り組みやイベントなどの情報を
お届けします。

時 4月17日 ㈰ 午前10時～正午〈雨天中止〉
会 相模原北公園
対 中学生以上＝30人（申込順）
費 300円
申 電話で同公園管理事務所（☎042－779－5885）へ

　桜の名所で、ステージイベントや特
産品の販売などを行います。
時 4月9日 ㈯ ・10日 ㈰ 
　 午前10時～午後4時
※10日は午後3時まで
会 県立津久井湖城山公園 花の苑地

問 津久井湖さくらまつり（花の苑地）実行委員会事務局（津久井観光協会）
☎042－784－6473

　相模川の堤防に、芝桜が花を咲かせます。イベ
ントの実施や苗などの販売を行います。
時 4月3日 ㈰ ～ 17日 ㈰ 
会 相模川新磯地区河川敷
　（新戸～下磯部約1.4㎞）
※臨時駐車場は新戸スポーツ広場横のみ。利用に

は、安全管理協力金として500円が必要です。
問 市コールセンター ☎042－770－7777

　使わなくなったおもちゃと会場にあるおもちゃをポイント
に応じて交換できます。
時 4月2日 ㈯ 午後1時～ 5時、4月3日 ㈰ 午前10時～午後5時
会 環境情報センター
※使わなくなったおもちゃを持って、直接同センターへ

問 環境情報センター ☎042－769－9248

樹木の探偵団と春の公園樹木めぐり

ホームページイメージ▶

ここが変わった ❶ ここが変わった ❷ ここが変わった ❸
メールマガジン
機能を搭載！

　登録すると、希望する地
区のメールマガジンが配
信されます（全域に関わる
情報は全員に届きます）。

住所から自治会を
調べられる！ 

　自治会検索機能が導入
されました（一部地域を
除く）。

見やすいデザイン！
スマホにも対応

　スマートフォン
対応で、いつでも
どこでも見やすく
なりました。

問 市自治会連合会 ☎042－753－3419

　「はるだよ、ニャーオン」「うぐいすのホー」などの紙芝居を桜の下で楽しめます。
時 4月3日 ㈰ 午前11時～正午
会 鹿沼公園〈雨天時は市立図書館（中央区鹿沼台）〉
※希望者は直接会場へ

問 市立図書館 ☎042－754－3604

開花状況の確認は
市コールセンターへ



① 緑高齢者相談課 ☎042−775−8812
② 中央高齢者相談課 ☎042−769−8349
③ 南高齢者相談課 ☎042−701−7704
④ 疾病対策課 ☎042−769−8260
⑤ 健康企画課（成人） ☎042−769−8322
⑥ 健康企画課（母子） ☎042−769−8345
⑦ 緑保健センター ☎042−775−8816

ウ  ウェルネスさがみはら 中央区富士見6－1－1
緑　 緑区合同庁舎 緑区西橋本5－3－21
橋  シティ・プラザはしもと 緑区橋本6－2－1
南  南保健福祉センター 南区相模大野6－22－1
城  城山保健福祉センター 緑区久保沢2－26－1
津  津久井保健センター 緑区中野613－2
湖  相模湖総合事務所 緑区与瀬896
藤  藤野総合事務所 緑区小渕2000

⑧ 中央保健センター ☎042−769−8233
⑨ 南保健センター ☎042−701−7708
⑩ 城山保健福祉課 ☎042−783−8120
⑪ 津久井保健福祉課 ☎042−780−1414
⑫ 相模湖保健福祉課 ☎042−684−3216
⑬ 藤野保健福祉課 ☎042−687−5515
⑭ 精神保健福祉センター ☎042−769−9818
⑮ 市コールセンター ☎042−770−7777

主 な 実 施 会 場 申し込み・問い合わせ

相　談
相談名（相談員） 日にち 時　間 会場 申込 内容・定員・問い合わせなど

健康相談
電話相談

（保健師）

月～金曜日

午前8時30分
～午後5時
（祝日等を除く）

緑
ウ
南 　健康や育児の相談

※希望者は直接会場へ
　（電話相談も可）
※ 津 湖 藤 城 は来庁相談のみ
問 7 8 9

月・木曜日 津
火曜日 湖
水曜日 藤
金曜日 城

精神
保健相談

（精神科医）

4月13日 ㈬ 

午後1時～2時

ウ
　こころの病気や治療の必要性に
ついての相談
対かかりつけ医がいない人
定各2・3人（申込順。調整あり）
申 ウ =中央障害福祉相談課
　 ☎042－769－9806
　 南 =南障害福祉相談課
　 ☎042－701－7715

4月　26日 ㈫  

4月12日 ㈫  
南

4月22日 ㈮ 

HIV（エイズ）
等の

検査・相談

火曜日
（4月26日を除く）

午前  9時30分
～11時15分 ウ

4
　HIV（エイズ ）、性器クラミ 
ジア、梅毒に関する検査・相談

（無料。匿名）　
定 各12人（申込順）4月16日 ㈯ 午後2時

～3時45分 橋

家族のための
分かち合い・
コミュニケー
ション教室

「ガーベラ」

4月20日 ㈬ 午後2時～4時 ウ 14

　家族間コミュニケーションを
テーマに家族問題について理解
し、その対応を学びます。
対ひきこもりの状態にある人・

アルコールや薬物問題がある
人の家族＝20人（申込順）

思春期・
ひきこもり
特定相談

(精神科医）
4月21日 ㈭ 午後2時～4時

け
や
き
会
館

14

対 思春期相談 13歳～17歳の
精神的な問題を抱える人とそ
の家族
 ひきこもり相談おおむね40歳
ぐらいまでのひきこもりの状
態にある人とその家族

定 2組（申込順。調整あり）

みんなの
アルコール

相談
4月19日 ㈫ 午前10時～正午 14

　専門医などが、お酒の量を減
らしたい、家族の飲み方が心配
などの相談に応じます。
対アルコールに関する問題があ

る人とその家族
定 2組（申込順。調整あり）

アルコール・
薬物家族教室 4月25日 ㈪ 午後2時～4時 ウ 14

　アルコール・薬物問題を理解
し、その対応について学びます。
対市内在住か在勤でアルコール

や薬物問題がある人の家族
定10組（申込順）

くすりの相談 4月21日 ㈭ 午後1時30分
～3時

※希望者は直接市薬剤師会会議室へ
問市薬剤師会 ☎042－756－1502

時 日時  会 会場  内 内容  講 講師  対 対象  定 定員  費 費用  申 申し込み  問 問い合わせ  ☎電話  FAXファクス  Ｅメール  HP ホームページ  ●費用が記載されていない場合は無料です

No.1334平成28年（2016年）

4/1
保健・介護予防事業案内別 冊みんな元気！ さがみはら　笑顔で楽しく健康づくり
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●会場や申込先については下記をご覧ください

離乳食教室（スタート編）
　離乳食の講習、簡単な実習と試食

日にち 時　間 会場 申込

5月 9日 ㈪   午後1時 
～2時15分、

午後2時45分
～4時

ウ
15

5月16日 ㈪ 南

対 平成27年11～12月生まれの初めて
の子の保護者とその家族

定 各20人（申込順。調整あり）

産後ママのエクササイズ
　産後の日常生活に取り入れることが
できる運動体験 
時 5月9日 ㈪ 午前10時～正午　会 ウ
対産後4～6カ月の女性（初めての人優先）
定 20組（申込順）
※保育なし（4～6カ月の乳児同伴可）
申 8

ママの心のケアルーム
「ママの休み時間」	

　「子どもにイライラする」「子どもがかわ
いく思えない」などと感じているお母さん
同士が語り合い、気持ちを楽にする場
時 4月13日 ㈬ 午前10時～11時30分
会 ウ
対乳幼児の母親　※保育あり（要予約）
申 6

ふれあい親子サロン
　保健師、保育士らによる健康・育児
相談、身体計測、親子遊びの紹介 
時 午前10時～11時15分 
対 乳幼児とその保護者
※希望者は直接会場へ 
問 7 8 9

日にち 会場ほか

4月19日 ㈫ 
二本松 こ 、向陽 こ 、 
陽光台こ 、田名こ

4月20日 ㈬ 横山 こ 、相武台 こ

4月21日 ㈭ 
湖 、大野北 こ 、 
上鶴間 こ 、大沼 こ 、 
麻溝 こ

4月22日 ㈮ 大島こ

4月26日 ㈫ 富士見こ 、
鶴園中和田こ

4月27日 ㈬ 並木 こ

4月28日 ㈭ 城山 こ

※母子健康手帳と
筆記用具を持参
してください。

子どもとお父さん、
お母さんのための教室

 こ こどもセンター　
栄養士による栄養相談もあり

　子どもの出産予定日か誕生日を登録すると、お
なかの赤ちゃんや産後の子どもの成長に応じた
メッセージやアドバイスがメールで届きます。産
前から生後100日までは毎日、それ以降は定期
的に、3歳の誕生日まで届きます。

① QRコードからか、下記メールアドレスに空メール（本文に何も入力しな
い）を送信します。

　妊娠期　sagamihara@reg.kizunamail.com
　出産後　sagamihara_sango@reg.kizunamail.com
②自動的に登録用のメールが返信されます。
③返信されたメールの本文に書いてあるリンク先で設定すると登録完了です。
※迷惑メール防止設定をしている場合は、@reg.kizunamail.comからの

メールを受信できるように設定してください。
問こども青少年課 ☎042－769－9811

時 6月6日～平成29年3月13日の毎週月曜日（6月27日、7月18日、8月15日、
9月19日、10月10日、11月7日、12月5 日、1 月2 日・9 日、2 月13 日・20
日を除く。2月6日は予備日）、2月19日 ㈰ 、3月18日 ㈯  午前10時～正午

会障害者支援センター松が丘園
対市内在住の18歳以上で、次に該当する人＝30人（選考）
○手話未経験
○過去に入門課程、初級講座を受講していない
費 3,240円（テキスト代）
申 5月2日（必着）までに、障害者支援センター松が丘園か、けやき体育館に

ある申込書（同園ホームページにも掲載）などを直接か郵送で、同園（〒252
－0223　中央区松が丘1－23－1　☎ 042－758－2121）へ

　　 健康診査・検診・検査
　（特定）健康診査、がん検診（胃・子宮・乳・肺・大腸）、お口の健康診査、
肝炎ウイルス検診を、市内協力医療機関や公共施設で実施しています。
●費用や日程など詳しくは、本紙5月1日号でお知らせします。
●肝炎ウイルス感染の心配がある人（家族に肝炎ウイルスに感染している人がい

るなど）は、肝炎ウイルス検査を無料で実施（原則1回）しています。

15申し込み・問い合わせ
実施
中

手話講座　初級（入門編）〈全31回〉

「さがみはら子育てきずなメール」の配信がスタート「さがみはら子育てきずなメール」の配信がスタート

妊娠期 出産後

登
録
方
法
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共

通

麻しん・風しんの予防接種を受けましょう

日にち 時　間 会　場
4月 2日 ㈯ 午後1時30分～4時 ウェルネス 

さがみはら前
（桜まつり会場）4月 3日 ㈰ 午前10時30分

～午後  4時

4月10日 ㈰ 午前10時30分～正午
午後   1時30分～4時

相模大野駅前
コリドー

4月17日 ㈰ 午前10時～正午
午後   1時30分～4時

橋本駅ペデスト
リアンデッキ下

対16歳～ 69歳の健康な人（65歳～ 69歳の人は、60歳
～ 64歳の間に献血経験が必要）

所要時間 40分程度　※本人確認をしています。
問 医事薬事課 ☎042−769−8343

愛 の 献 血

急 病 などで困ったときは
（電話番号をよく確かめて）

※急病の診療は応急的なものです。後日、必ずかかりつけ医・歯科医か近隣の医療機関で診療を受けましょう。
※受診のときは、健康保険証、各種医療証を必ず持参してください（保険証などがない場合は自費となります）。

月〜金曜日（祝日等を除く） 午後5時～翌朝9時
土曜日 午後1時～翌朝9時
日曜日、祝日等 午前9時～翌朝9時
※診療可能な医療機関を案内。医療相談・歯科案内は行い

ません。

　かかりつけ医・歯科医や近隣の医療機関が休診
で困ったときは、お問い合わせください。
　症状が軽い場合は、かかりつけ医・歯科医に相
談しましょう。

相模原救急医療情報センター
☎042−756−9000

日曜日、祝日等の昼間
　午前8時45分～11時30分、午後1時15分～4時30分
※事前に連絡をしてから受診してください。

休日急患歯科診療所
☎042−756−1501

毎日 午後6時～午前0時
※子どもの急な体調の変化で心配なときに、電話で相談で

きます。

かながわ小児救急ダイヤル
☎045−722−8000

（市外局番が042以外のプッシュ
回線、携帯電話の場合＃8000）

日曜日、祝日等の昼間 午前9時～午後5時

月〜金曜日（祝日等を除く）  午後5時～翌朝8時30分
土・日曜日、祝日等
　午前8時30分～翌朝8時30分
　（いずれも翌平日朝は8時まで受け付け）
※夜間、休日に急激な精神疾患の発症や病状悪化の際に、必要

に応じて精神科医療機関を紹介します（神奈川県・横浜市・
川崎市・相模原市共同運営）。

休日当番柔道整復施療所案内
®0120−19−4199

精神科救急医療情報窓口
☎045−261−7070

医　科

歯　科

電　話
相　談

接　骨

精神科

もっと  健康  になるための教室
日にち 時　間 会場 内容・対象など

① 5月18日 ㈬ ・26日 ㈭ 、6月15日 ㈬ 
7月 7日 ㈭ 、8月3日 ㈬ ・31日 ㈬ 午前10時

～正午

緑
　運動習慣を身に付けるための講義と実技
対 市内在住か在勤の20歳～59歳（昭和32年4月

2日～平成9年4月1日生まれ）で、運動の実技に
支障がない人=各15人（抽選）

申①4月26日までに 7 ②4月28日までに 9
② 5月23日・30日、6月13日、7月4日、

8月1日・29日の月曜日 南

　会場・申込先は表面の「主な実施会場」「申し込み・
問い合わせ」をご覧ください。

マタニティオーラルセミナー
（1日コース）

～元気な赤ちゃんはママのお口の健康から～
　妊娠期の口

こ う く う

腔内の疾患が赤ちゃんに及ぼす影響や口腔
ケアについての講義・体験と歯科健康診査を行います。
時 4月27日 ㈬ 午後1時30分～3時30分
会南保健福祉センター
対市内在住の妊婦 ※妊娠期間中1回のみ受診可
定 12人（申込順） ※子ども同伴可（保育なし）
申 4月24日までに、電話で市コールセンター（☎︎042

－770－7777）へ

　本市に住民登録がある対象年齢の子どもは、各期1回
無料で接種を受けられます。

会 市協力医療機関（要予約）
持ち物 母子健康手帳、体温計、予診票（市協力医療機

関にもあります）
※予診票は、1期対象者には1歳になる月の前月中旬

ごろ、2期対象者には4月下旬ごろに送付します。 
2期対象者で、通知が届く前に接種を希望する場合は、
医療機関にある予診票を使用してください。

※予防接種を受けるときには受診番号が必要です。他
の予防接種と共通の番号です。分からない場合はお
問い合わせください。

問 疾病対策課 ☎042−769−8346

接種期間 対　象

1期 2歳の誕生日の
前日まで 1歳

2期 平成29年 
3月31日まで

小学校へ就学する前年度 
（22年4月2日～ 

23年4月1日生まれ）

運動でアンチエイジング（働き盛り・子育て世代　平日コース）〈全6回〉

対 運動に支障がない市内在住の65歳以上=各10人（抽選）
費 ①6,000円②4,800円　申 4月20日までに、電話で各会場へ

元気高齢者向け筋力向上トレーニング教室〈全12回〉
専属トレーナーが、体操や機器を使った筋力トレーニングなどを指導します。

日にち 時　間 会　場 電話番号・受付時間など

① 5月2日～7月25日の毎週
月曜日（7月18日を除く）

午前10時15分
～11時45分

コナミスポーツクラブ
橋本（緑区西橋本）

042－772－0541（午前10時
30分～午後5時）木曜日を除く

② 5月9日～6月20日の毎週
月・木曜日（5月30日を除く）

午前11時
～午後   0時30分

相模原ドルフィン
クラブ（緑区橋本）

042－771－7333
（午前10時～午後5時）

平成28年度 高齢者の肺炎球菌感染症定期予防接種のお知らせ
受診期間 平成29年3月31日まで　会市協力医療機関
対本市に住民登録があり、次のいずれかに該当する人
①4月～29年3月に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる
②60歳～65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機能か、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に重度の

障害がある
※既に23価肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがある人は対象外
費 4,000円（接種時に医療機関でお支払いください）
申 29年3月31日までに、市協力医療機関へ

費用の免除
について

　市民税非課税世帯の人、生活保護受給世帯の人、中国残留邦人等への支援給付を受けて
いる人は、費用が免除されます。免除要件確認資料を医療機関に提示してください。

免除要件確認資料（次のいずれかの書類。接種日時点で最新のもの）
○介護保険料納入通知書（保険料賦課の段階区分・根拠の欄の「本人」「世帯員」両方に非課税の記載があ

る人）
○介護保険負担限度額認定証 ○後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証
○生活保護受給票 ○本人確認証（中国残留邦人等への支援給付受給者）
○市民税課税証明書（住民票上の世帯員全員のものが必要）
※対象者や市協力医療機関など詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

問市コールセンター ☎042−770−7777

風しん抗体検査を行います
　市では、出産したことがなく、これから妊娠を希望する女性を対象に、風しんの抗体検査を実施してい
ます。抗体検査の結果、予防接種が必要と判断された人には、接種費用の一部を助成します。
　希望者は市協力医療機関へ予約をしてから受診してください。
①風しん抗体検査
対 本市に住民登録がある出産したことがない女性
※風しんにかかったことがある人、風しん〈麻しん

風しん混合（MR）・麻しん風しんおたふくかぜ
混合（MMR）含む〉の予防接種を受けたことがあ
る人、風しん抗体価が十分であることを確認し
ている人を除く

費 無料（1人1回）

②風しん予防接種の一部助成
対 ①の風しん抗体検査を受けた人で、抗体価が基準

以下と診断された人（HI法で16倍以下、EIA法で
8.0未満）

助成額（1人1回） 風しん単体ワクチン4,000円、 
麻しん風しん混合（MR）ワクチン6,000円

※接種した人は、接種費用から上記の助成額を引い
た差額を医療機関へ支払ってください。

受診期間 平成29年3月31日まで　会 市協力医療機関（要予約）
※費用の免除や市協力医療機関、持ち物など詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い

合わせください。
問 市コールセンター ☎042−770−7777

　体・血管年齢、運動量の測定のほか、栄養・歯科の
各種体験を通して、より良い生活習慣を学びます。
時 5月13日 ㈮ ・20日 ㈮ 午後1時30分～3時30分
会城山保健福祉センター
対市内在住か在勤の人 
定 30人（申込順）
申 5月12日までに、電話で城山保健福祉課（☎︎042－

783－8120）へ

更年期世代向け生活習慣病予防教室
〜50代までの“あなた”に贈る〜

カラダの中からアンチエイジング〈全2回〉


